






















































































1975年（昭和50年） 1 月 1 日、『台北俳句集』第四集刊行（出句者28名）。
1976年（昭和51年） 1 月 1 日、『台北俳句集』第五集刊行（出句者25名）。
1977年（昭和52年） 1 月、『台北俳句集』第六集刊行（出句者29名）。
1978年（昭和53年） 2 月 1 日、『台北俳句集』第七集刊行（出句者30名）。
1979年（昭和54年） 2 月、『台北俳句集』第八集刊行（出句者37名）。
1980年（昭和55年） 2 月 1 日、『台北俳句集』第九集刊行（出句者47名）。
1981年（昭和56年） 4 月、『台北俳句集』第十集刊行（出句者57名）。
1982年（昭和57年）
4 月 1 日、『台北俳句集』第十一集刊行
 （出句者66名）。
1983年（昭和58年）
4 月 1 日、『台北俳句集』第十二集刊行
 （出句者74名）。
1984年（昭和59年）
7 月 1 日、『台北俳句集』第十三集刊行
 （出句者65名）。
1985年（昭和60年）













3 月 1 日、『台北俳句集』第十九集刊行
 （出句者64名）。
1992年（平成 4 年）
5 月 1 日、『台北俳句集』第二十集刊行
 （出句者60名）。










































7 月 1 日、『台北俳句集』第三十三集刊行
 （出句者50名〈内故人 1 名〉）。
2007年（平成19年）
9 月 1 日、『台北俳句集』第三十四集刊行
 （出句者56名〈内故人 6 名〉）。
9 月 9 日、台北俳句会（於国王大飯店）に初めて出
席する。句会（出句者46名、出席者28名）。
2008年（平成20年）
3 月 1 日、『台北俳句集』第三十五集刊行
 （出句者53名〈内故人 3 名〉）。
－ 182 －
2009年（平成21年）
5 月 1 日、『台北俳句集』第三十六集刊行








6 月 9 日、第一回全国日語俳句大会開催。
 （参加大学　11校）







6 月 3 日、『ゆうかりぷたす』第二號刊行。
2012年（平成24年）







































○ 6 月14日 39人 22人（含メール選句）
⑨ 短夜やなほ読み終へぬ戦中記 北条千鶴子
⑤ 青嵐犬一日の家出かな 黄葉
⑤ 鹹蜊売婆がお負けの二つ三つ 李錦上　※（他 5 点句 1 句）
（①言行の一致せぬ奴冷し酒 鳥羽田重直）
○ 7 月12日 38人 33人（含メール選句）
⑦ 休耕の田畦太らせ夏の草 廖運藩　
⑦ 夏草や石牌に台湾開拓史（芝山巌） 劉竹村
⑤ 夏草や祖先の墓碑の字の薄れ 張継昭　※（他 5 点句 1 句）
（②草いきれ歩く仲間がゐて歩く 鳥羽田重直）
○ 8 月 9 日 44人 30人（含メール選句）
⑥ 路地裏は国境知らぬ月と酒 遙裕禾
⑥ 能面の眉目の翳り夏の月 唐澤まちこ
⑤ 羽音して鴨のいのちの確かなる 李秀恵　※（他 5 点句 1 句）
（①退け時をなんども逃し暑気払ひ　 鳥羽田重直）
○ 9 月13日 42人 26人（含メール選句）
⑨ 水牛の家路知つたる歩みかな 三宅節子
⑥ 天の川音なく届くメールかな 浅木ノヱ
⑤ 盤石を走る走り根樹王祭 廖運藩　※（他 5 点句 3 句）
（②ナイターの三万余人のひとりかな 鳥羽田重直）




④ 九降風乾く地蔵の御供物 李錦上　※（他 4 点句 3 句）
（②鰯雲紛争絶えぬ地球かな 鳥羽田重直）
○ 11月 8 日 37人 24人（含メール選句）
⑤ 野佛の生涯孤独露月夜 廖運藩
⑤ 木欒子雨降る中の月明り 游細幼



























夫の別れの屠殺場      黄霊芝
オランダを見もせし樹王祭らるる   黄霊芝
九降風知らでの穢吏の寝 譫
たわごと
      黄霊芝







夜泣きする高壓電線九降風      廖運藩
秋うらら職員室に転校生       沢あしび
燈下親しフェスブックのきりもなや  呉文宗
トップシェフなべて男や馬肥ゆる   呂秀文
燈下親し勝負のつかぬへぼ象棋    呉桂君


























題詠  山眠る今日も返事を待ちながら  古若璇（文化大学）
    山眠るそろそろ起きて笑つてよ  楊晴（銘傳大学）
    立春や老友二人蕎麦啜る     辛佩憶（文化大学）
    山眠る孤独の白を抱きしめる   蔡雨生（義守大学）
    ぶらんこに一つ一つの笑い顔   陳詠謙（南台科技大学）
雑詠  祖母の手にわが手重ねる春の月  林厔縈（文化大学）
    眼を開けてぐつすり眠る熱帯魚  郭育如（義守大学）
    水面に漣立てる赤とんぼ     林學遠（銘傳大学）
    風鈴や緑の風の子守唄      陳家榛（義守大学）













              （連衆） （起首）     （満尾）
①歌仙「夕涼み」の巻    （ 4 ） 2012年 9 月19日～2013年 5 月29日
②歌仙「馬酔木野」の巻   （ 7 ） 2014年 4 月 5 日～2014年 6 月 8 日
③歌仙「七五三」の巻    （ 7 ） 2014年11月15日～2015年 3 月 1 日
④20韻「ゆくりかに」の巻  （ 3 ） 2015年 3 月23日～2015年 5 月 7 日





















































緑陰今雨来       緑陰今雨来たる
山花枝接海花開     山花の枝海の花に接ぎて開き






抵西安参加詩歌節       劉徳有
尋詩訪曲江       詩を尋ねて曲江を訪ふ
投宿西安雁塔傍     投宿す西安雁塔の傍









宮             林林
花色満天春       花色満天の春
但願剪得一片雲     但だ願ふ一片の雲を剪り得て








り、切れはないが 3 字／ 4 字／ 3 字の構成になっているようである。
黑暗天吼聲不止台風近     呉昭新
（闇空に吼える声あり明日台風）
回家路銀杏葉路影子長     呉昭新
（銀杏散る帰宅の道の影長し）










































































2 月、『相思樹』六巻四期で停刊（ 2 月25日）。
3 月、『緑珊瑚』五巻二号をもって廃刊。
＊俳誌『ホトトギス』は、創刊時（1897年）は『ほとゝぎす』であったが、1901年10月『ホトゝギ
ス』に、1911年10月に現在の『ホトトギス』に改められた。
②岡崎郁子著『黄霊芝物語―ある日文台湾作家の軌跡―』平成16年（2004）研文出版刊）。黄霊芝
年譜などを参考に作成した。なお、この年表は、拙稿「台湾の俳壇の現状と課題」（『中日文化論叢』
第31号〈中國文化大學日本語文學系學報　2014年 7 月刊〉）に掲載したものだが、今回はそれに加筆
修正を加えた。　
③山本孕江の俳誌『ゆうかり』は、昭和20年（1945）休刊されたまま、復刊されることはなかった。そ
の孕江の台湾俳句確立の意志を受け継がんがために、ユーカリの学名である、「ユーカリプタス」（「良
く覆った」という意味のラテン語。ユーカリが砂漠などの乾燥した土地でもよく育ち、樹の葉で大地
を「良く覆う」ことから名づけられたという。）を採って誌名とした。台湾俳句が、恰もユーカリの
樹が砂漠に繁っていくかのように、再び広まっていくことを祈念して命名した。（『ユーカリプタス』
創刊號、発刊の辞〈義守大學應用日語學系花城可裕氏〉より抜粋）　
④連句の仲間であり、台北俳句会の会員でもあるイスタダ・アリーマン氏は台湾の原住民布
ブヌン
農族で、第
三回全国日語俳句大会の応募者である。当時、銘傳大学應用日語學系の学生だった。現在、俳句のほ
かに、台湾の短歌、川柳の会にも所属し精力的に作品を発表している。また、筆者の属している俳誌
『天頂』の仲間でもあり、将来が期待される一人である。
